
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 
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技術分野分類  5405：材料加工・処理                       

技術キーワード  N：非破壊検査                       

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業、E-28：電子部品・デバイス・電子回路製造業                 
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概  要 

 

工業製品の強度は材料内部に存在する空隙の形状、分布等に大きく依存しま

す。これらを評価する方法として、X 線 CT が活用されています。X 線 CT は

切断せずに物体の断画像を得る技術であり、これら多数枚の X 線 CT 画像か

ら三次元構築し、物体の構造解析も可能となります。この評価技術と各種物性

評価を連携することにより材料の信頼性を評価・解析できます。  

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

その他の三次元解析技術としてはTEMトモグラフィー法やMRI等もあります

が、X 線 CT は観察可能領域が広く、大物素材の三次元解析には有効な手法で

あります（約 100φ×150mmH まで可能）。なお、空間分解能は 2～5μm

です。 

本技術の 

有用性 

大物工業製品でも三次元構造解析が適用でき、この技術と各種物性評価技術を

連携することにより材料の信頼性を評価・解析できます。下図-1,2,3 は X 線

CT 結果から得られた骨密度と圧縮強度との相関を評価した例です。 

 

 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

適用可能製品 
ハニカム・フィルター等の多孔体、CFRP 等の複合材料及び生体材料などが三

次元解析が可能であり、物性評価と合わせ、材料の信頼性を評価できる。 
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非破壊検査と機械特性評価の融合 

材料の信頼性評価技術 

（骨の三次元 X 線 CT ﾃﾞｰﾀ） （骨の強度と密度の関係） （応力負荷方向と X 線入射方向） 
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図-1圧縮試験治具 図-２解析サンプルの

例 

図-３解析結果の

図 

サンプル 
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